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双葉町の復興まちづくりの基本理念である「町⺠⼀⼈⼀⼈の復興」と「町の復興」
を進めるため、「双葉町復興まちづくり計画（第⼆次）」においても、「町の再興」、
「⽣活再建」及び「町⺠のきずな・結びつき」の３つの基本⽬標の下、計画を策定
しました。 

 

Ⅱ章 復興まちづくりの基本構想 
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復興

まちづくり
双葉町復興ま

像」として、

二次計画にお

めざして』を

組んでいき

“町⺠⼀

⽣活再
暮らし

町の再
⼦ども

町⺠の
つなげ

まちづ

りの基本理
まちづくり

、２つの基

おいても、

を基本理念
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⼀⼈⼀⼈

再建 
しの復興をめ

再興
もたちの未来

のきずな・
げよう つな

づくり

理念と基
り計画（第

基本理念と

この考え方
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基
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の基本

基本⽬標 
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３つの基本

方を踏襲し

つの基本目

興”

基 本 理

みんなで頑

とりもど

双葉町 

基 本 ⽬

本構想

おいて、双

本目標を定

し、『“町民一

目標の下で、

“

念

張ろう 双

そう 美し

標
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双葉町の復

めました。

一人一人の復

、双葉町の

“町の復

双葉町 

いふるさと

 

復興まちづ

 

復興”と“町

の復興に向け
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と双葉町 

くりの「復

町の復興”

けて全力で

復

で
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町⺠のき

将来像

ふるさと
次世代に

将来像

新たにみ
魅⼒的な

将来像

新たな産
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将来像
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将来像

災害を克
暮らせる

将来像

町の再興に

双葉町の

きずなを繋

1 

と双葉町の
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みんなでつ
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産業を創出
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の双葉町を
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に向けた
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●交流の促進
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●新たな生活
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●多様な⽴場・考えの相互理解、町⺠⼀⼈⼀⼈の選択の尊重 
震災から年数が経過する中で、町⺠の置かれている状況は様々です。町としても、町⺠⼀⼈⼀⼈
の選択を尊重しながら復興まちづくりを推進します。 

●⺠間と⾏政との協働による町⺠の⼒の結集 
双葉町の復興は、⺠間の⼒だけでも⾏政の⼒だけでも成しえません。まちづくり会社等を活⽤し
た、⺠間と⾏政との協働により、町⺠主体の復興まちづくりを推進します。 

●広域連携による双葉郡の⼒の結集 
双葉町を含め、双葉郡の復興に向けた取組は今後とも続きます。こうした中、周辺市町村との広
域連携を図り、双葉郡の⼒を結集した復興まちづくりを⽬指します。

（２）復興まちづくりの３つの視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）双葉町の復興・再興に向けた３つの取組分野 

〇双葉町の将来像を思い描きながら、町の復興に向けて段階的に取り組んでいきます。 

〇双葉町への帰還が可能となるまでには、今後とも年単位の時間が必要です。そのため、

第二次計画においても、復興まちづくりの基本目標に沿い、大きく３つの取組分野に

分類して復興に向けた各種取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 
（⽣活再建期） 

短期 
（復興着⼿期）

中期
（本格復興期）

⻑期
（町再興期）

取組分野３【町⺠のきずな･結びつき】 
町⺠のきずなの維持･発展､ふるさとへの思いを繋ぐ  

取組分野１【町の再興】 
ふるさとへの帰還を果たし、魅⼒ある町の再興  

取組分野２【⽣活再建】 
町⺠⼀⼈⼀⼈の⽣活再建の実現  

双

葉

町

の

復

興

安⼼して居住できる環境の整備 
(町内復興拠点の整備による町の復興の実現) 

魅⼒ある 
町の再興  

町⺠⼀⼈⼀⼈がそれぞれの地で⽣活再建を実現 
（例）住環境の改善、双葉町外拠点の整備、⻑期的な健康管理体制の確保 等

 

町⺠のきずなを維持・発展、ふるさとへの思いを繋ぐ 
（例）町⺠の交流機会の確保、次世代の育成、歴史・伝統・⽂化の記録と継承 等 

今
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計
画
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対
象
範
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⼀
⼈
⼀
⼈
の
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興
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興
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め
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し
て 

3 つの取組

系図 

魅力ある

の再興に

くりの基

ついて整

【町の再
ふるさと
果たし、
再興 

【町⺠のき
町⺠のき
発展､ふ
いを繋ぐ

町民のき

展させ、

ふるさと

めの取組

【⽣活再
町⺠⼀⼈
⽣活再建

不自由な

と、自立

健康的で

活を実現

組について

組分野 

るふるさと双

に向けた、ま

基本的な考え

整理。 

再興】 
とへの帰還

魅⼒ある
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るさとへの

ぐ  
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組について整
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⼈⼀⼈の 
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な避難生活の

した生活を再
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復興に向け

①ＪＲ双葉駅
る「住む拠

②中野・両⽵
「働く拠点

③浜野地区に
「発信拠点

⑤関連インフ

④町内復興拠
しての段階

①町⺠のきず
発展に向け

②次世代を育
とを繋いで
の取組 

①不⾃由な避
善に向けた

②⾃⽴した⽣
向けた取組

③健康的で
した⽣活
けた取組

けた各種取組

 

駅周辺におけ
点」の整備

⽵地区におけ
」の整備 

における
点」の整備 

フラの整備 

拠点の広がり
階的な整備

ずなの維持
けた取組 

育み、ふる
でいくため

避難⽣活の改
た取組 

⽣活の再建
組

⽣き⽣きと
の実現に向
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組

●新市街
●まちなか

●新産業
●再⽣可

⽣モデ

●被災伝

●耕作再
●共同墓

●復興シ
塚線等

●海岸堤
●町道、

け

る

りと

・

さ

●町⺠の
●町から

滑化 

●双葉町
●教育環
●ふるさ
●双葉町

記録と
●震災

程の記

●住環境
●双葉町

●⽣活の
●事業活

●保健・
確保 

●⾼齢者

改

に

章 復興まち

街地ゾーン 
か再⽣ゾーン

業創出ゾーン 
可能エネルギ
デルゾーン 

伝承・復興祈

再開モデルゾー
墓地の整備 

シンボル軸（県
等）の整備等
堤防・防災林
上下⽔道の

の交流機会の
らの情報提供

町を担う次世
環境の充実 
との荒廃防⽌
町の歴史・伝
と継承 
・事故の教訓
記録・発信・伝

境の改善 
町外拠点の整

の再建 
活動⽀援と就

・医療・介護・

者等の健康・⽣

ちづくりの基

ン 

 
ギー・農業再

祈念ゾーン

ーン

県道井⼿⻑
等 

林  
整備

の確保
供の充実・円

代の育成 

⽌等  
伝統・⽂化の

訓と復興の過
伝承 

整備 

就業⽀援 

・福祉体制の

⽣きがいづくり

基本構想
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